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　自由主義段階の先進資本主義国イギリスにおける基
軸的産業が綿工業であったのに対し，1870年代初頭の
好況，それに続く恐慌一「大不況」以降，ドイツ，
アメリカといった新興資本主義国の発展・イギリスの
工業独占的地位の崩壊という世界経済の構造変化のう
ちに，基軸的産業は重工業　　その代表は鉄鋼業
に移行した。重工業ではその技術的発展と共に巨大化
する固定資本を物質的基礎に，株式会社形態による資
本の集積・集中を通して独占＝金融資本が形成される
ことになり，これは帝国主義の経済的基礎となる。
イギリス帝国主義ないし帝国主義段階のイギリス資本
主義の再生産構造を把握し，帝国主義段階の世界経
済，あるいは第i次世界大戦の必然性をイギリスの側
から明らかにするには，金融資本の核をなすべき鉄鋼
業の運動＝資本蓄積過程を明らかにする必要がある。
　帝国主義段階への移行期をなす「大不況」期は，鉄
鋼業における技術革命の時期でもあった。そして後に
帝国主義的対立の両極となったイギリスとドィッで，
このいわゆる「製鋼革命」はいちじるしく異なった過
程をたどった。簡単にいえば，ドイツ鉄鋼業におい
ては，特に1880年代以降国内含燐鉱石の利用を可能な
らしめたトーマス・ギルクリスト法＝塩基性ベッセマ
ー法が大規模に採用され，銑鋼一貫企業を中心に急速
な発展をみた。他方イギリス鉄鋼業では，最初の大量
製鋼法たる酸性ベッセマー法の採用において先進性を
示しつつも，主としてイギリスの先進性を反映した市
場構造の変化（レール市場から造船・機械材料市場
へ）によって，その普及に一定の限界があり，80年代
以降平炉法（特に酸性）が急速に普及した。これは，
先進的なイギリス鉄鋼業に特徴的であった高炉と欄錬
炉の分立にも規定されたものであったが，そうした構
造にしたがった平炉の普及は，製銑と製鋼の企業的分
化を温存し，銑鋼一貫あるいは大規模化に抑制的影響
を残すことになった。
　イギリス鉄鋼業は，こうした製鋼革命を経つつ，大
不況下いわば漸進的な資本蓄積を重ねていったが，製
鋼革命の終る90年代半ば前後から，関税障壁に守られ
ながら製鋼革命をすすめ，独占を形成し，しだいにこ
れを強固にしていたドイツ鉄鋼業からの本格的競争を
受けることとなった。同じく関税障壁の内側で大規模
生産をすすめていたアメリカ鉄鋼業あるいはより小規
模ながらベルギー鉄鋼業もこの競争に加わった。
　イギリス資本主義は，こうして帝国主義としての実
質を備えつつあったドイツをはじめとする新興資本主
義国の競争に当面して，全体としてはce　1次大戦まで
自由貿易体制を維持しながらも，帝国あるいは勢力圏
を自国市場として確保しようとする対応を示した。そ
の端的な例は1898年に始まる中国の鉄道健設に対する
資本の輸出と商品の輸出との結合であったQここでの
資本輸出国はイギリス，ドイツ，フランス，ベルギー
であったが，イギリスはもっとも多く資本を供給し，
その大部分について，借款契約によって自国の鉄道資
材を供給した。ただ，他の資本供給国に比すれば，
その結合の度合はやや低く，ドイツ，アメリカか
らの喰込みを受けており，そこにイギリス帝国主義
の消極的側面を顕わにしてはいた（vgL　Tacke，　G．，
Kapitalausfuhr　und　Warenausfuhr，　Jena，］933）。
　イギリス鉄鋼業もまた，90年代半ばの大不況の終
了，景気回復過程で外国競争の激化に対応し株式会社
形態による企業集中運動を展開した。それは，20世紀
初頭における株式会社形態普及の一応の完成であり，
またロソドン資本市場への進出でもあった。そして，
この企業集中運動は，イギリス鉄鋼業において競争
制限的傾向が強まる基礎をなすものであり，この意味
で，イギリス鉄鋼業の金融資本化を押進めるものでも
あった。では以下に，こうした企業集中運動からee　1
次大戦直前までのイギリス鉄鋼業の資本蓄積過程の主
要な2，3の側面を述べておこう。
　主要鉄鋼会社の営業報告（＞Statist＜所収）にもと
ついてイギリス鉄鋼業の資本蓄積過程を検討してみる
と，第1に，外国競争への積極的対応の側面をなす，
固定資本の更新，工場の近代化が，会社によってかな
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り時期を異にしつつ，しかし全体として長期漸次的
に行なわれている点を指摘しうる。たとえば1890年
代半ばから，それに先立つ不況の打撃から脱却すべ
く再建にのり出したスコットランド製鋼会社Steel
Company　of　Scotland，　Ltd．は数年にわたって近代
化を遂行し，北東海岸のドーマン・ロングDorman
Long＆Company，　Ltd．も90年代末一20世紀初頭に同
じく数年にわたってベル・ブラザーズBell　Brothrers，
Ltd．の支配を通し大規模な近代化を行なった。これ
に対し，同じイングランド北東部のコンセット製鉄
Consett　lron　Co．　Ltd．は1903－09年にわたって大規
模な工場再建近代化をすすめた（Richardson，　H・W・
and　J．　M．　Bass：The　Profitability　of　Consett　Iron
Company　before　I　914；Business　Review，　VoL　∬1，
No．2，　July　1965，　p．ア6）。このように，固定資本の大規
模な更新ともいえる再建ないし近代化が，会社により
時期を異にし，鉄鋼業全体としては漸次的な更新・近
代化となっていたことは，景気循環との関連からみて
注目すべき点であり，その意味をさらに追求する必要
があるが，個々の会社の更新・近代化がかなりの長期
にわたるのは，鉄鋼業の如き固定資本の大なる重工業
の特質を示すものといえる。しかし，それも単に重工
業一般の傾向に解消しえない，イギリス鉄鋼業のこの
時期の蓄積のあり方の主要な特徴でもあり，これは次
に述べる鉄鋼会社の財務政策と密接に関連していた。
　この第2点鉄鋼会社の財務政策の特徴は，その慎重
さと強い自己金融傾向にありた。調査の対象とした
主要会社10余はすべて配当率を抑えて利潤の内部留保
に努め，いくつかは，拡張投資といえる「資本支出」
‘‘モ≠垂奄狽≠戟@expenditure”をあらかじめ経費としておと
した上で利潤を計一ヒした（アームストロングSir　W．
GArmstrong　and　Whitworth　and　Co．　Ltd．，キャメ
ル・レァドpammell，　Laird　and　Co．，　Ltd．など）Qこ
うして内部資金の蓄積を強化しながら，前述の漸次的
更新・近代化，さらに拡張投資の資金が賄なわれた。
もちろん，社債あるいは優先株式による資金調達も行
なわれたし，普通株の増資も時にみられた。しかし，
財務内容の強化一自己金融への傾向は強く，資本蓄積
の漸次性と相互規定的関係にあった。つまり，一方で
は保護関税なしに外国競争に当面したイギリス鉄鋼業
は容易に思切った大規模化をなしえず，むしろ漸次的
改良・近代化・拡張をすすめ，競争に対応することと
なりそうした漸次的蓄積を着実に行なうために財務内
容の強化を必要としたのであり，また他方では，イギ
リス資本市場が産業証券発行にとっていぜんとして必
ずしも良い条件になかったこと，あるいは，銀行との
関係がドイツ的な緊密さをもたなかったことは，蓄積
資金としての内部資金の意義をたかめ，自己金融政策
をとらしめ，それに適合した現実資本の蓄積を行なわ
せることにもなったのである。これは，ある意味では
イギリス鉄鋼業の金融資本的蓄積の発達の不十分さを
示すものといえようが，そこでは，配当の平準化＝利，
子化を通して内部蓄積がすすめられているのであ
り，その面ではむしろ金融資本的蓄積の一面を示して
いた。
　第3に，］9世紀末一20世紀初頭に集中して現われ，
その後も大戦までみられた企業集中が，それじたい競
争制限的性格を強くもっていたが，そうしたイギリス
鉄鋼業の性格が資本蓄積の消極性として現われていた
ことが指摘される。具体的には，イギリス鉄鋼業にお
ける積極的蓄積の代表的企業たるドーマン・ロングが
191］年に銑鋼一貫を完全ならしめるために近代的高炉
の建設を考慮しながら，それによってこれまでの銑鉄
供給者と競争関係に入ることを考慮し，またその地域
の鉄市場の供給過剰気味の状況をみて，結局これを取
止め，従来の供給者との提携を強めてしまったことに
示された。
　以上のように，企業集中以後のイギリス鉄鋼業は，
外国競争に対して漸次的な更新・近代化・拡張をもD・
て対抗し，相互には競争制限を強めるという蓄積のあ
り方をとった。そして，そのような競争制限は，時に
カルテルという形をとりながら，競争による利潤の削
滅を緩和することによって内部蓄積政策の支えともな
ったといえる。こうした蓄積による外国競争との対応
は，金融資本的対立として帝国主義的再分割闘争の基
底をなしたと考えられるが，イギリス鉄鋼業のかか
る蓄積のあり方は，ドイツのそれに比べ消極的といわ
ねばならず，イギリス鉄鋼業は，一方でドイツとの対
立を深めながら相対的に一層後退していくことになっ
た。そしてそれはまた，イギリス資本主義全体として
の蓄積の相対的後退という点では，それに規定されな
がらも結局その基因をなしたのである。
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